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長崎原爆病院での開催行事やイベントをご紹介します。

2024年11月発行
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〇8月2日(金)

互助会ボウリング大会

被爆者診療概況
病院概要記者発表

〇8月2日(金)～21日(水)

原爆慰問

〇7月11日(木)

NASHIMカザフスタン病院視察

〇7月9日(火)

令和6年度日本赤十字社長崎県支部
常備救護班等任命式

〇6月14日(金)

〇10月26日(土) 

インスタグラム始めました！
フォローお待ちしております！
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ホッと安心
ホットな気持ちで
情報をクロス！

令和6年度新入職員日帰り研修

〇10月12日(土) 

第3回大規模災害訓練

日本赤十字社長崎原爆病院の理念

人道・博愛の赤十字精神のもと、地域並びに被爆者の皆様へ良質な医療を提供します

【病院の基本方針】
1. 安全で良質な医療を提供します 4. 医療連携を促進し、地域医療に貢献します
2. 被爆者の健康管理と診療の充実に努めます 5. 積極的に災害救護活動を行います
3. がん診療の拠点病院として医療の充実に努めます 6. 人間性豊かな医療人の育成に努めます

【患者さんの権利と責務】

患者さんの権利

1.個人の尊厳が保たれ、良質の医療を公平に受ける権利があり
ます。（医療を受ける権利）

2.病状や診断、予後、治療方法などについて、わかりやすい説
   明を受ける権利があります。（知る権利）
3.病状や治療方法、予後などについて十分な説明を受けたうえ
   で、治療や検査を受けるか否かを決定する権利があります。
（自己決定の権利）
4.主治医以外の他の医療機関の医師に相談する権利があります。
（セカンドオピニオンの権利）
5.プライバシーや個人情報が守られる権利があります。
（プライバシー・個人情報保護の権利）

患者さんの責務と病院からのお願い

1.自身の健康に関する正確な情報を医師・看護師など医療従事
   者にお伝えください。（診療情報提供の義務）
2.医師・看護師など医療従事者の説明を理解するよう努め、治
   療にご協力ください。治療方針に疑問がある場合は、遠慮な
   くご相談ください。（診療協力の義務）
3.すべての患者さんが適切な医療を受けられるよう、病院の規
   則を守り、暴言・暴力・セクハラ・診療の妨げとなる迷惑行
   為等はしないでください。（規則を守る義務・迷惑行為の禁
   止）
4.適切な医療が維持されるように、医療費を遅滞なくお支払い
   ください。（医療費支払いの義務）
5.医療人の育成のための教育や、高度の医療を提供するための
   臨床研究に、可能な限りご協力ください。（医療人育成教育
   と臨床研究への協力）



被爆者医療に対するご支援

2024年8月9日
79回目の長崎原爆の日を迎えました。今年も被爆者医療に対する沢山のお見舞
金やお花をいただきました。
長崎市長をはじめ、広島市からなどご支援をいただいている各方面からの慰問も
開催され、当院の被爆者医療の現状について伝えることができました。
これからも長崎原爆病院の使命として、被爆者医療に尽力してまいります。

【ご支援いただきました皆様】

・長崎市長
・長崎市議会議長
・衆議院議長
・広島市長
・広島市議会議長
・広島市民代表
・平和環境岩手県センター
・日本生活協同組合連合会
・原水禁世界大会神奈川県代表団
・コープこうべ
・共産党長崎県議会

互助会ボウリング大会NASHIMカザフスタン病院視察

令和6年度常備救護班等任命式

2024年7月9日
令和６年度救護班要員等の任命式を行いました。
医師、看護師、薬剤師等から３６名のスタッフが任命を受け、谷口
院長から任命書が交付されました。
交付後の研修会では、赤十字職員としての心構えを学び、災害時に
おける役割や責任を改めて実感したかと思います。

2024年7月11日
カザフスタンより5名の先生方が病院視察

のため訪問されました。
当院院長より、長崎原爆病院の被爆者医療

や、長崎原爆の歴史とその関係性について説
明させていただきました。
カザフスタンからの先生方は、日本の医療

に興味津々のようで視察時はとても盛り上
がっていました！

他国との医療の繋がりを保つため、また、
原爆の歴史を広めていくための努力をこれ
からも続けてまいります。

任命式を終えた救護員から、
「救護員として、身が引き締まる思い。い
ざ派遣された際は、被災者の気持ちに寄り
添って必要な医療や支援を行いたい。」
という声が聞かれました。

これからも地域災害拠点病院として、災
害時における被災者支援の充実に努めてま
いります！

2024年6月14日
互助会ボウリング大会が開催されました。
長崎原爆病院と長崎原爆諫早病院の参加した職員みんな
で、熱い戦いが繰り広げられました。
今年度はなんと、80名以上の職員が大会に参加しました。

入賞者にはなんと豪華景品が。。。
中身はいったい何だったのでしょうか！
気になるところです！！

各レーンから笑い声が絶えず聞こ
   えてきました！
参加職員全員、日頃の疲れを楽し

   く発散できたのではないでしょうか。
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